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 １．当四半期決算に関する定性的情報

 （１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善が見られるな
ど、緩やかな回復基調が続きましたが、一方では、消費税増税後の個人消費には弱さが残り、
また、海外経済の動向や地政学リスクなど懸念材料もあり、先行き不透明な状況で推移いたし
ました。
食品業界におきましては、お客様の消費動向に変化が見られるものの節約志向は依然として

強く、また、為替の影響も含めた原材料価格上昇への対応を求められましたことから、厳しい
環境が続きました。
このような状況のなかで、当社及び連結子会社は、企業理念「真の顧客満足の追求」のもと、

お客様の視点に立って、スパイスとハーブを核とした事業活動を推進してまいりました。価値
ある製品の開発、きめ細かな営業活動やプロモーション活動を展開いたしますとともに、全社
的な経費削減活動を推進し、引き続き利益の確保に努めてまいりました。

万円（前年同期比3.0％減）となりました。

　セグメント別の業績は、以下の通りであります。
　なお、各セグメントの売上高は､セグメント間内部売上高消去後の数値を記載しております。
(1) 食料品事業

売上高は、前年同期比19億80百万円減の542億34百万円（同3.5％減）となりました。

(2) その他
売上高は、前年同期比94百万円増の57億35百万円（同1.7％増）となりました。

　セグメント及び製品区分別の連結売上高の詳細につきましては、10ページ「４．補足情報」
をご参照ください。

利益面におきましては、売上高は減少したものの、原価低減や経費削減に努めましたことか

万円（同0.7％増）となりました。

 （２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末と比較して42億56百万円増加し、

増加７億41百万円、たな卸資産の増加７億16百万円などがあったことによるものであります。

これは主に、借入金の増加29億50百万円などがあったことによるものであります。
　純資産は、前連結会計年度末と比較して13億33百万円増加し、328億17百万円となりました。
これは主に、利益剰余金の増加８億37百万円などがあったことによるものであります。この結
果、自己資本比率は31.3％となりました。

 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成26年５月14日に発表いたしました平成27年３月期通期の連結業績予想につきまして、変
更を行っておりません。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同期比18億85百万円減の599億70百

ら、営業利益は前年同期比61百万円増の22億15百万円（同2.9％増）、経常利益は前年同期比
80百万円増の22億24百万円（同3.8％増）、四半期純利益は前年同期比９百万円増の13億20百

1,047億97百万円となりました。これは主に、有形固定資産の増加11億77百万円、売上債権の

負債は、前連結会計年度末と比較して29億22百万円増加し、719億80百万円となりました。
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 ２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

 （１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　　　 該当事項はありません。

 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　　　 該当事項はありません。

 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 　　会計方針の変更
　　 （退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給
付会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用
指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基
準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会
計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間
帰属方法を期間定額基準とし、割引率の決定方法を、退職給付の支払見込期間及び支払見込
期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。
　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱い
に従って、第１四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法
の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。
　この結果、第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が394百万円増加し､利益
剰余金が253百万円減少しております。なお､これによる当第２四半期連結累計期間の損益に
与える影響額は軽微であります。
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　　（継続企業の前提に関する注記）
　　  該当事項はありません。

　　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 　　 該当事項はありません。

 　 （セグメント情報等）

　　　セグメント情報

 　　 Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）
 　　　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位:百万円)

報告セグメント

食料品事業

 売上高
 　外部顧客への売上高 56,214 5,641 61,855          － 61,855 

　 セグメント間の内部
 　売上高又は振替高

56,214 5,641 61,855          － 61,855 
 セグメント利益 1,951 179 2,131 21 2,153 

（注）１.「その他」は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、調理済食品、外食
  　   　事業を含んでおります。
　　　２.セグメント利益の調整額21百万円は、セグメント間取引消去21百万円であります。
　　　３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 　　　 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
 　　　　　 該当事項はありません。

 　　 Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）
 　　　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位:百万円)

報告セグメント

食料品事業

 売上高
 　外部顧客への売上高 54,234 5,735 59,970          － 59,970 

　 セグメント間の内部
 　売上高又は振替高

54,234 5,735 59,970          － 59,970 
 セグメント利益 2,060 131 2,192 22 2,215 

（注）１.「その他」は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、調理済食品であり
  　   　ます。
　　　２.セグメント利益の調整額22百万円は、セグメント間取引消去22百万円であります。
　　　３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 　　　 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
 　　　　　 該当事項はありません。

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

 計

             －          －          －          －          －

             －          －          －          －          －

 計

Administrator
コーポレートシンボル



ヱスビー食品㈱（2805）平成27年３月期　第２四半期決算短信

10

 ４．補足情報

セグメント及び製品区分別連結売上高

  当第２四半期連結累計期間におけるセグメント及び製品区分別の連結売上高は以下の通りであり
ます。

（単位：百万円）

前第２四半期
（累計）

当第２四半期
（累計）

増減額 増減の主な要因

56,214 54,234 △1,980 

10,487 10,663 176 シーズニングスパイス（増加）

14,089 14,173 84 即席カレー（増加）

14,314 14,664 349 中華製品、チューブ製品（増加）

17,323 14,732 △2,591 
レトルト製品、パスタソース

（減少）

5,641 5,735 94 調理済食品（増加）

61,855 59,970 △1,885 

　その他

計

セグメント及び製品区分

　食料品事業

　　スパイス＆ハーブ

　　即席

　　香辛調味料

　　インスタント食品その他
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